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「こども基本法」成立の意義

●法律の目的：
「日本国憲法」及び「国連児童の権利に関する条約」の精神にのっとり、次代の社会を担う全てのこ
どもが、生涯にわたる人格形成の基礎を築き、自立した個人としてひとしく健やかに成長することが
でき、こどもの心身の状況、置かれている環境等にかかわらず、その権利の擁護が図られ、将来にわ
たって幸福な生活を送ることができる社会の実現を目指して、こども政策を総合的に推進すること。

●「こどもまんなか」の視点に立つとき、2023年４月１日に「こども基本法」の施行と同時に、「こど
も家庭庁」が設立されたことは、大変に有意義

●第一の意義は、日本で初めてこどもの権利を保障する基本法が施行されたこと
日本にはこれまで、こどもに関する施策や取り組みの共通の基盤となる包括的な基本法はなかった
ところ、「こども家庭庁設置法」及び関連法が国会で審議されるタイミングにおいて、こども施策の基
本となる「こども基本法」が同時に提案され、審議されることになったことは有意義

●第二の意義は、「こども基本法」が議員立法で提案されていること
「全てのこどもの基本的人権の保障」などの理念が明記されている「こども基本法」が国権の最高
機関である国会の議員立法によって提案されたこと、
そして、政府からは「こどもの人権」の保障を任務の中核として位置づける「こども家庭庁」の設置が
提案されたことは、
まさに、政府と国会が一体となって、日本が国家として「こどもの最善の利益を追求する」という意味
の「こどもまんなか」と、「国の政策のまんなかにこどもを置く」という、二つの意味での「こどもまん
なか」を国内外に表明したことになる 2



質問１
乳児期の子どもの遊びについて

（親支援を含む）



4

幼児期までのこどもの育ちに係る基本的なビジョン（中間整理）を公表し
パブリックコメントを実施中 2023年9月から



質問2
中高生気軽に話せる居心地の
いい場所のニーズと、
どういうすごし方がいいのか
困難な子育て環境にある子どもたちへの支援や政策
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こども若者の居場所づくりにおいて
大切にしたい視点
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こども若者の居場所づくりにおいて
大切にしたい視点
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